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What emotion words a工eregarded as representing positive emotions in ]apan? To examine this 

question， we collected 216 words that were considered to express some form of positive emotion from 

some Japanese dictionaries and previous studies of positive emotions. F'orty university and graduate 

native ]apanese students (18 male and 22 female) rated the extent to which they regarded each word 

as representing a positive emotion. The resu1ts indicate that most of the words used in the study were 

regarded as being positive emotion words. Although many of the positive emotion words used in prior 

studies have， undoubtedly， been words for prototypical ]apanese positive emotion words， some have 

also been less prototypical 
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はじめに

私たちは1:1 々の~U舌の なかで. tit々 なポジテイブ
感情を休!験し その体!投を言・3震に よって表現する。
本研究は，1:]本語において 2 どのような言撲がポジ

テイブj惑 |育を 表す~~'I宵計l\- (emotion words)として

みなされているのかを検討・する。

ポジテ イブ感情やその種類について，これまで多

くの研究者が異なる観点から多様な見解を述べてき

1 )本捌査の実施にあたり，ご協力いただきました l例年利

11川荒 v 五 l床奈々子総s 野市i~ t.ft大械， 1:1コ村呑秘株.山本

珠J/均株に謝意を去し ます。

た。 ポジテイ ブ感情の代表的な研究者である

Fredrickson (1998)は，ポジテイブ感情を喜び (joy)， 

興味 (interest)，満足 (contentment)，安|宵 (love)

の4つに分類しそれぞ、れの機能を説明した。例え

ば， 喜びは， '1(ï~'1央 (amusement) や高揚感 (elation)， 

嬉しき (glaclness) といった感情と関連した，生理

的な党限度の高いポジテイブ感情であり ，その機能

として』創造性を高め 2 身体的な遊びだけでな くP

知的な遊びなどの株々 な遊びを誘発する ことを挙げ

ている。また，興味はE 約二箭心 Ccuriosity)や興奮

(excitement)といった感情を合み，内発的動機づ

けに基づいた探崇 I~/J な行動を誘発すると されている

(Deci & Ryan， 1985)。後に，Freclrickson (2009) 
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は上記に記したポジテイブ感情から満足を除き.新

たに感謝 (gratitude)，鼓舞(inspiration)，安らぎ

(sere凶 y)，希望 (hope)，誇り (pride)，畏敬 (awe)

を力nえ，ポジティブ感情は10倒に分類されると提111き
した。ただし， この分1類誤は止 これまでで、の{倒悶別のポジ

テイフブや!感註践'1情l

|際燦にポジテイフプブ、や、'!~感夜E呂"情育のう分子4矧誤に!関羽する J初研日肝f究を行なつた

ものでで、はない口

ポジテイプ感情毎の機能という観点から，ポジ

テイブ!U~H育を検討した初f 究として， Griskevicius， 

Shiota， & NeufeJd (2010) が挙げられる。

Griskevicius et al. (2010) は3 ポジティブ感情には

適応のための機能が備わっていると考え 2 進化的な

roi!点から養育的愛情 (nurturantlove) ，予期的熱 1=1:1
(anticipatory enthusiasm)， 愛1着奇釦釘引j'自的"杓l向句愛情 (ωa抗tωt凶ac凶hme臼n

love) ， 愉快' 畏J敬j扶X，i満前j足豆の 6つにポジテイフブ守!感惑京制'1
をう子1拡よ頚iした O また， Shiota et al. (2014)は2 ポジテイ
ブ感情の機能差についてまとめ.誇り，愉'10(:，養育

Ij<]愛情，愛着的愛情，満足，熱中 (enthusiasm)， 

畏敬，情欲 (sexualdesire) の8つにポジティブ感

情を分額したo Shiota et a1. (2014) は，上記8つ

の感情誌の頭文字を JìSi.り?必~ACEAS (万能楽)"

としてまとめ!感情毎の機能をM:%IIIに検討していく

という，ポジティプ感情研究の lつの方向性を示し

た。

個別のポジティブ感情は 生理的変化や身体表出

の1Jl，lJ而からも検討されてきた。例えば， Shiota， 

Neufeld， Yeung， Moser， & Perea (2011) は，

Griskevicius et al. (2010)の分類を基に，養育的愛

情，予期的熱仁1:1，愛着的愛情，愉快，畏J放を国保刺

激によって喚起させE 各感情が自律神経系(心11~1IIJJ 

l痛やl呼吸数)にもたらす影響を検討した。その結果 3
5つのポジテイブ感情毎に 自律神経系の反応が異

なることが示された。さらに， Campos， Sbiota， 

l¥.eJtner， Gonzaga， & Goetz (2013) では， ポジテイ

ブ!~情に|羽する先行研究 (e.g・， Algoe， Haidt， & 

Gable， 2008; Berenbaum， 2002)を悲に， '1命快， 'j長1孜，

!感謝，興味2 喜び，愛 li~，誇りの 8 ワの感情

をJjY_り上げた。そして 実験参加者に各ポジティブ

感情に対応するノンパーパjレな表現をするように教

示し t:. o 各感情の表情を比較した結果，感情 Ii~J で表

情に速いがあることが明らかとなった。つまり，自

律神経系のみならず，感情表出においても P ポジ

ティプ感情何:に速いが見られることが示唆された。

また，ポジティプ!~ 'I育 に関して，認が1]的評イílli の観

点から検討した研究もある口例えば， Tong (2015) 

は， 13イ@ (愉快，畏敬，奮起 (chal1enge)，慈悲

(compassion) ，満足!誤認J，希望， '.!!-I床，喜び，安

心感 (relief)，熱愛 (romanticlove) ，安らぎ)のポ

ジテイフ、、感情の認知的評価の差異を実証的に検討し

ている D

このように，近年，欧米閣を中心に多様なポジ

ティブ感情に関する研究がs 機能，生理的変化，身

イ本表出，認知的評1illiといった様々な観点から急速に
進んでいる。しかしながら，多くの日l:v:Eは，先行研

究で抜われてきたポジテ イブ感情をnij提としている
ため.これまでにJlyzり扱われていないポジテイブ!主

情や，研究報告が乏しいポジテ ィブ!恐怖も， !I寺に文
化差に着目した場合 笑|緊には多く有:夜すると考え

られる。これまで¥感情に関する文化差のまn児は数
多く報告されてきた (e.g・， Diener， Diener， & 

Diener， 1995; Tsai， Knutson， & Fung， 2006)。 よっ

て， I玖米文化l習においては，その感情を経験する当

事者にとって主観的に気持ちの良い，まさに“ポジ

ティ ブな"ものとしてi)Eえられている感情であって

も3 他の文化|習においては， ポジジ、テイアブやなものとし

てあまり4拠j起己えられていないという可能，↑伯|問性1生:も-イ|卜-づう分分3子¥に考考-

え ら れ る (ωe.gι.， Kit凶ay戸ama孔， Ma剖r勾ゴkus丸，&K仏匂u山i口r刀叫okaw帆ヘν椛J花t

2000; Kiぱta訂yama，Mesqu山iμitaベ:a，& Karasawa， 2006; 

Markus & Kitayama， 1991)。
このような問題を仰がとするための一つの方向性と

して， そもそもある特定文イヒ陸|には， ポジテイブ感

情を表す言葉がどのくらい豊富にあり，その文化|歪|

の人々はどのような/10;情をポジテイブ感情として抗

えているのか， という，ある特定文化問における

ポジティブ感情概念の典型あるいはプロトタ

イプ (prototype:e.g.， Shaver， Schwartz， Kirson， & 
O'Col1noζ1987) に着目することが挙げられる。

淘外のjiH先展開を受けP 本JISにおいてもきポジ
テイ フブ''1感E誌夜制~'引，情|

ると言える (付e.gリ武日牒長， 2却01凶4;;昔詰昔剖:)原京.杉江， 2015)。

しかしながら，欧米文化圏においてポジテイブ感情

としてみなされているものを 東洋文化問であ り，

かつ日本訟を公用語とする本邦において，そのまま

f企てポジティブ/as'l宵として?没うことカ宝適切であると
は必ずしも言い切れない。そのため， EI本文化にお

けるポジティブ感情概念の典型lあるいはプロトタイ

プに着 目し， 1:1本誌の多くのポジテイブ感情を表す

言葉Aを包括的に検討することは，本邦においてポジ

ティブ感情とは何かを考えるための基礎的知見とな

るに留まらず，今後，ポジテイブ感情に関する文化

差:を検討する上でも霊安な課題であると考えられ

るロ

ただし，本ヂ15においても1:1本語の感情概念を検討

した~i)r究は l況にいくつか存在している (e.g.，落合，

1993， 1994;湾藤・ 1:1こl村， 2003)。例え(;:J:'，落合
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(1993)は，大学生を対象に， 日常生活で、感じる感

情訴を自由記述によりボトムアップに収集し， IEI子

分析により，大学生のEI常生活における感情が大き

く9つのカテゴリーに分類される可能性を示してい

る。しかしながら 2 落合 (1993)は，感情全般につ

いて検討しているため，どのような感情が大学生に

とってポジティブ!践情として捉えられているのかは

明らかでない。

以上のことから，本JI)のポジティブ!~'I背 l i} f~'E にお

けるI1:iH重点が2つ挙げられる o 1 つ I~I は， 日本語で

はそもそもどのような感情誌がポジテイブ感情とし

てみなされているのかを明らかにした知見は乏しい

ことが挙げられる。そのため 本邦においてポジ

ティブJ訓育を砂f先するi緊に やIJえば検討するJ感情誌
の選択にあたってポジティブ感情としてのプロトタ

イプ性(典型性)が考慮されないおそれがある。 2

つ I~I に， EI本の感情認について検討した研究では，

Fredrickson (2009) や Shiotaet a1. (2014)， Tong 

(2015)が検討した英語の感情概念と一般的に対応

すると思われる日本誌の感情概念が含まれておらず

(例えばミ aweに対して畏敬)，後に文化比較的検討

を行なう僚の文節になると考えられる。

ポジテイブ感情のプロトタイプを検討するには，

対象者に直接，ある概念がポジティブ感情としてど

のく らいみなせるかを尋ねるのが有益な手法の一つ

であると考えられる。例えば， Shaver et a1. (1987) 

はt プロトタイプiねな方法論に悲づき英詩ーの種々の

感情概念を整担するにあたり，先行研究の複数の感

情詑リストから選定した213R官それぞ、れが， どのく

らい1感情 (emotion) としてみなせるかという，感

情としてのプロトタイプ性 (prototypicality)の程度

をアメリカ人の大学生を対象に検討している。 この

プロトタイプ性が高いほど，その感情詩が感情概念

の“良い例 (goodexamples)"，すなわち典型とし

て捉えられてい る と WÍ' ~Rできる(なお， Shaver et 

al. (1987)では，アメリカ人大学生において， love 

(愛情)， anger (怒り)，hate (憎しみ)といった感

情誌が感情と してのプロトタイプ性が最も高かった

ことが示されている)。

そこで¥本研究では Shaveret a1. (1987)の手法

を参考に，本JI)においてそもそもどのような感情誌

がポジティ7"!~'1背としてみなされているのかを明ら

かにすることを目的とする。また，本iDl究では日本

誌のポジテイブJ@<;情誌を網羅IY0に検討するが， !~'I育

話の 1=1=1には現代ではあまり使用されず馴染みのない

ものも多くある。現代の多くの日本人にとって意味ー

のよくわからない!~情諸について2 ポジテイブ!感情

としてのプロトタイプ牲の評定を求めることは回答

者にとって献しい諜~である可能性がある。そこ

で， 本研究では，現代におけるそれぞれの感情語の

袈解j支についても補足的に検討する口

なお，本J研究の剖査対象者は青年期後期の大学生

およびつ於学校生とする。 内閣府 (2008)によれば，

日本人の幸福度は高校生まで高い推移を示すが，大

学生および大学院生を含む青年期後期から低い推移

を示す。そのため 2 年代差の推移が大きく変動する

青年WJ後期を対象にポジテイブ感情のプロトタイプ
性について調弦を行い，主観的苦言福j誌と笥:按な関連

を持つポジテイブ!感情 (e，g.，Diener et a1.， 1995) 

の典型にどのような感情があるのかを明らかにする

こと は，将来1j'0に1:1本人の幸福感向上または低下の

JilliljlJに|刻する示唆にもつながると考えられる。

方法

調査協力者

EI 本の大学生・大学院生40~， (男性18~" 女性22

名・平均年命令22.5}投，SD = 1.44 レンジ :19-27)

を対象に質問紙調査を実施した。関東地方の|主l立大
学 1 校と，北陸地方の I~IJL大学 l 校 を対 象とし た。

なお 2 質 I'M]~l~のフェイスシートには性別や年齢を尋

ねる質問項目のみが害かれていたが，調査H寺に留学

生に|回答を控えてもらうように教示したため，有効

回答者は全て日本人(もしくは日本語母語話者)で

あるとみなして検討を行った。

f命理的配慮
本研究は，第一若者が所属する研究倫理委員会の

承認を得て実施された。質問紙のフェイスシートに

は，調査は11f;7=1性が保たれること，調査への協力は

白El:IJAi:思に悲づくこと，質問紙の提出後も回答を撤

回することができること 調査に回答しないことに

より不利益を被ることはないことを明記し仁13頂で

も説明した。

ポジティブ感情語の選定

それぞ-れの!~'I育ifJのプロ ト タイプ'It と溜liú年度を評

定するための感情訟を .lJ、下の手続きで選定した。

まず，感情表現辞典(1=ド1i;;j' ， 1979) と角川類語新辞

典(大野・浜iL4，1981)，およびインターネット上
の言詣検索サービスの Weblio類百苦典 (http://

thesaurus. weblio.jpj) をJl'jいて， ポジティブ!法停庁長

を検索した。さらに，ポジテイブ感情を制定する尺

度(佐藤・安田， 2001:寺 111奇・岸本 ・古賀，1992) 

や感情誌に関する調査J引先(落合，1993， 1994;菅
原・杉江， 2015)からも積極的に収集した。本研究
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では，ポジティブ感情詩の理解度およびプロトタイ

プ性を|幅広く検討するために，類似性が高いと思わ

れる感情話(例えば幸せ"と“幸嬬'うであって

も一方を除外せず使用した。ただし語尾の微妙な

違い(例えば，“楽しさ"とが楽しみ")など，あま

りにも似すぎていると思われる語に関しては，大学

|民生 2:7=1の話し合いのJ二，一般的によくmいられて
いると考えられる訪のほうを採用した。

次に， -'ニ記の手続きを経て得た250語税!支の詩句

について， 1司じ大学院生2名で、ポジティブ感情話と

してのプロトタイプ性があまりにも低いと思われる

語句や，感情訴としてふさわしくない詰何がないか

を協議し最終的に216諾を選定した九また，で

たらめな評定を防ぐために苦しみ"と ・絶望"

という，明らかにネ力、テ ィブな!¥1&情訪を 251J白uえz
合計で218誌について評定を求めた。

本調査の実施時期・調査方法

2015年10月から11月に本調査を実施した。調査方

法は t 全て個別配布・個別回収により笑施した。質

問紙への回答時間は15-30分であった。

質問項目

本調査では，提示する語がポジテイブ感情に関す

るものであることを教示せず，質問紙のフェイス

シートには“感情認についての質問紙調査η と表記

した。質 1~:\1紙に表記した感情語には，全て諾何の上

にカタカナでjレピを4反った。

まず，感情訴の理解j支についてあなたは以下

に提示した言*の意味がどれほど分かりますか?" 

と教示した。制査協力者は，提示された感情につい

て “全くわからない" ( ]点)から "~I~常に良くわ

かる" (6点)の 6件法で許定した。

次に，ポジテイブ感情としてのプロトタイプ性評

定を求めた。ポジテイブ感情の川ポジテイブ

(positive) "とは，主観的にその感情が気持ちの良

いものであるかどうか (;'gooclfeeling" かどうか)

という，いわゆる感情伯i(valence) を間越として

いると言える (e.g.，Kitayama et a1.， 2000; Shaver et 

a1.， 1987; Shiota et a1.， 2011)。そこでa 本研究では

ポジ、テイブ感情訪を"!~じたときに気持ちの良い

ポジティブな感情を表す言葉町として操作的に定義

2 )本制査では，不1m，のため"信頼感"と"希望"を質問
~1~内で 21IT1記載していた。そのため，上記 2 刊につい

てはa 質問紙内で先に記述していた誌にj到する数値を

{史mした。また，“憧'If;t"についてはショウケイとド
ウケイの2つの読みがあるため，全のため 1つの読み

につき 1M汁£つ質11lP支!ヨに吉訂版した。

した。そして，“あなたは以下に提示した言葉が，

感じたときに気持ちの良いポジティブな感情を表す

言葉だとどのくらい思いますか?"と教示した。調

査協力者は，提示された感情について“全く当ては

まらない"(1点)から非常によく当てはまる"(6 

点)の 6件法で評定した。

最後に，本調査の選定を漏れたポジティブ感情認

がないかをネiIl足的に枚討するためにあなたは上

記の感情語以外にポジティブな感情を表す言葉とし

て，どのような言葉が思いつきますか?れと教示し，

自由に回答できる空間を設けた。

結果と考察

まず，感情話のプロトタイプ性および理解j支の平

均イ直と標準イ高差を算出したO そして J プロトタイプ

性の高い認からJIINにTable1にまとめた。

本研究の目的は，本~:I) においてそもそもどのよう

な!惑情誌がポジテイブ感情としてみなされているの

かを明らかにすることであった。本研究では 1点か

ら6点までの6{~Iニ法で回答を求めたため，プロトタ

イフ。性の評定値の中央値 (3，5，点)を 1つの恭準に

本手1)のポジテイブ感情話としてみなすことができる

だろう。そして，その基準を満たす!苦情訴は216語

1=/=1175語であった。このことから，本研究でイ史)iiし
た感情認の多くがポジテイブ感情としてみなされて

いることが分かった。

Clable 1を見ると， 主栴"号吋高"い.大好き

るい気持ち Jぺ“‘主芸喜?びびび、け"やる気にi淵満f訓前品向jちた '1 号幸Eせ
"11イf歓払吹P喜喜."ぺ楽しさ η といった感情語が， 本1i)f究で定
義したポジテイプ感情誌として高いプロトタイプ性

を有していることが分かる。こうしたプロトタイプ

性の高い感情話が， 日本誌における最も代表的なポ

ジテイブ感情，すなわち，ポジテイブ感情のプロト

タイプ(典型)であると言えよう o~詩の感情詑全

体の感情としてのプロトタイプ性を，アメリカ人大

学生を対象に枚討した Shaveret a1. (1987)ではz

love， happiness， passion， affection， ecstasy， joy， 

compassion， elation， excitementといった， 日本語

の幸福や喜び;愛情，熱情といった言葉に対応する

感情話ーのプロトタイプ性が高く評定されている。

Shaver et a1. (1987)はポジティブ感情のみを対象

とした研究ではないが これらの英語のj感情計十は典

型的なポジテイブ感情であるという点で， 本研究の

結梨:はこの先l見とも整合すると忠われる。

また，これまで個別jのポジテイブ!広|育を枚討して

きた先行研究 (e.g・， Freclrickson， 2009; Shiota et al.， 

2014; Tong， 2015) に合致し愉快 (amusement)
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Table ] 

感情詩 の ポジティプ!感情

プロトタイプ可生 JmWH¥t プiコトアイフ個性 五II持!()交 プロトタイフ判 理!JLI'伴、JlJ:
I感情緒 平均 (8D) 平均 (SD) 1広告qEit 司ι:f:，J(81)) .illj今 (SD) 感情説

平均 (8D) 平均 (((SO0I，0J69)32) ) --A1ぇ~11τts j 570(051) 528(07487)) 毅務キ17!l 11.78 (0.65) 1.88 (1.05)僚かしさ 4.15 CO.88) 5.53 
さ;吋lf 5.70 (0.46) 5.63 (0. 478(0 88) 528((Q0.. 71)思に滞る気持ち 4.15 (0.79) 4.75 (0，9 
大好き 5.68 (0.57) 5.73 (0.50)愛おしさ 4.78 (0.65) 5.43 (0.70)はにかみ 生l:l(0.60) 4.78 (0.94) 
I~J る い気持 九 5.65 (0φ53) 5.58 (0.63)すっ きり した気持ち 4.75 (0.58) 5.30 (0.75)のんきな気持ち 1.J0 (0.77) 5.23 (0.79) 
ミ芸び 5.65 (0.53) 5.65 (0.57)恋:没 .1.75 (0.73) 5，28 (0.92)溺愛 4.08 (J..08) 5A3 (0.70) 
ヤゐ合u二~'l:i ちた 5.63 (0.48) 5.58 (0.59)熱兎; 4.73 (O.7tl) 5.28 (0.87) '1'，穏 4.08 (0.79) 5.35 (079) 
さyせ 5.63ω53) 5.58 (0.59)利震 4.73 (0.7!) 5.05 (0.89)気長な気持ち rt.05 (0.67) 4.80 (1.00) 
1歓喜 553(05505)) 535(0.57I111 らし、だ気持ら 4.73 (0.74) 5.25 (0.73) }ぷ来 4α) (0.92) :~ .98 (J.!:3) 
楽しさ 5.5:~ (0.50) 5.78 (042)私、えゐ気持ち 1.70 (0.71) S.lS (0.77)悩慨(しょうけい) 4∞(0.92) 3.73 (1.26) 
気持ちのiミい 5.50 (0.55) 5.53 (0.55) カミ!向L、タlNら r!.70 (0φ(4) 5.30 (0.75)怒悲 3.98 (l.J7) 1，]8(1.07) 

|こ{E一幾L娘 5.'lり (0.54J) 540((0] 62)ji存ちf(.1った気十iち 1.70 (0.81) 5.33 (0.65)心JJf! 3.~)S (0.85) 3.03 (1.2]) 
タ〕 がわく気持ち 5.35 (0.61) 5.05 (].] 8)変務 4.70 (0.8.1) 5.20 (0.95)愉悦 3.98 (LlJ) 3.55 (1.28) 
l'i!i:Ji. 5.33 (0.57) 5.25 (0.62) 1J.l!. 1~; ia~ さ '1.68 (0.72) 5.'l3 (0.59) !~~W. 3.95 (0.55) 5.ti5 (0.18) 
りと![芸 5.33 (0.72) 5.rJ:3 (0.67)桁釧み 1.68 (0.9]) 5.J8 (J.J2)憶tl士(どうけし・) :3‘95(09172)) 3.GS(]4Y) 
な「き 5.3:3 (0.6J) 5.68 (0.47)気合いのλった 465(((00i69) 538(((0O O 66)ゆるんだ気付=ち 3S93((O1.493(( 093) 

朕光栄しさ 5:30(056) 570((00必4)jのと'かな気持ち 4，65 (0.57) 535 (0.61)敬老E 3.90 (0.89) 3.95 (U6l 
5.28 (0，77) 5.30 (0.6 正号室!ぷ 1.63 (1.01) 5.20 (0.90)崇める気持ち 3.88 (0.81) 4.90 (0.92) 
5.28 (0.59) 5.10 (0.62) :去らしさ 463(07S0O)) 520((00 78)141ざ見る気持ち :3.剖(l∞) 3..78 (1.39) 

!:f.!lijJ 5.25 (0.66) 558 (0.51)熱変- 163 (0.80) 11.93 (0.82)謀術 3.83 (0.87) 3.48 (1.26) 
f光術する気持ら 5.25 (0.58) 5β(0.97)見とれる気持ち 1.60 (0.8日) 523((0] 79)11均的 3.80 (1.08) <]，6:3 (1，04) 
わくわくした気持ら 525(0566465)) ) 550(0.55)!家主主 460(06860)) 4.25 30)平気 3.75 (0.8う) 5.13 (0.9:3) 
~~i放 525(0 540(06822))うっと 1)とした気持ち 463(0. 523(0959i)) 13を見切ミゐ気持ち :l..75 (1.1J) 4.'l5 (1.20) 
「43EMiLメ[-c 523((00 523(0. くつろぎ 463(0.7777)) 548(O 自負 3475((0] 37470(095) 
(，;均Jt 5.23 (0.72) 5.50 (0.59)ほっとする気持ち 1.58 (0.77) 5.50 (0目55)心酔 :5.68 (1.01) 4.65 (1.06) 
元気 523(0.72) 553(06933) )かわいら しさ 11.55 (0.95) 5.43ω(l 92)分，J;I' 3.68 (0.98) 11.90 (1.26) 
t妥当性 5.20 (0.68) 1.93 (0.93) t'fsたーする気lt，¥ち 1.55 (0.71) '1.78 (1.0J) なさけぷかい~~持ち 365flj9)430(10142) ) 
|句_I:.，し、 5.20 (0.68) 5.23 (0.91)慕う気持ち '1.55 (0.67) 5.28 (0.63) 1言。11 355(0.97)495(((o 0 1. 
フセ j~!t; 5.:20 (0.90) 5.30 (0.61)感IJIt 4.55 (0.74) 4.15 (1.28)淡選 3.50 (0.97) 5.13 (0.75) 
1~11言 5.20 (0.7 J) 5.'J8 (0.55)恋しい 1.55 (0.71) 5.30 (0.68)仰?と 3.50 (0.67) 5.15 (0.82) 
好王子，l，、 520(064J 570 (L00 46) J31唱え 1.55 (0.67) 5.45 (0.67)↑liましさ 3.45 (1.00) '1.65 (0.82) 
うきうきした気j守ち 5.20 (0 (1) 5.10 (0.70)敬愛 4.53 (0.97) 1.50 (1.16)機敏な気持ち 3.15 (0.80) 3.65 (1.24) 

述機1i!Z!l!:ミ 5.18 (0 (3) 5.55 (0.50)世話しづ'がる気持ち '1.53 (U2) 5.25 (0.83 昂然支1 3.'15 (0.92) 2.30 (1.17) 
燃のJ込い 5.15 (0.69) 5.68 (0.'17)楽観的な気対ち !J.53 (0.89) 5.38 (0.62) 1)) 3.'15 (0.92) 5.0:3 (0.9J) 
はつらつとした気持ち 5.13 (0.60) 1.95 (0.86) 'lfi愛 '1.53 (0.81) IL25 (l.] 6)見上げる気持ち 3.:35 (1.04) 4.03 (JA2) 
鋭しい気持ち 513{071) 538((00 70)殺しみ iJ.53 (0.63) 5.'10 (0.62)悠長 3.33 (().79) 11.23 (l.ll) 
愛情 5.13 (0.7J) 5.55 (0.63)夢見心地 1.50 (J.07) 1.98 (0.9'1)淡ましさ 3.33 (l.l3) 5.53 (0.55) 
1')bEi 513(064)545(07540)) JHL霊 '1.50 (0.77) 5.25 (0.70) iW-ii!: 3，25 (1.09) 1.20 (1.10) 
，l"J也よさ 5.JO (0.83) 5./J3 (0 熱笠 '1.18 (O.7J) 5.03 (氏0)91)驚き :{.25 (0.92) 5.65 (0.53) 
づ奇(ffi 5.10 (0.86) 530 <0.8'1)栴lんだ気持ち 4.t18 (0.81) 5.23 (0.76)畿遜 325(0997973)) ) 525(0.73j 
1(111討さ 5.08 (0.91) 5.63 (0.53) tli11，1 .. IJ.'15 (0.86) 5.'10 (0.58)びっくりしたタリ可ち 3.23 (0.77) 5，65 (0.53) 
ときめき 5.08 (0.72) 5.:25 (0.80)恋し さ 1.13 (0.77) 5.35 (0.61) iJj'(が下がるタ〔持ち 3.20 (0.93) 5.35 (0.69) 
いとおしい気持ち 505{(0080) 538(06736j ) 優越感 440(0.99)5.50(((001.663532) ) )エ11.% 3.15 (0.85) 4.95 (0，89) 
，j)~r.ぬ 5.05 (0.59) 5.15 (0 仁~ 4刊 ((0i O4) 35318Sイj 3.15 (1.04) 11.98 (0.9.1 

情出熱初J(さ
5.03 (0 (5) 5.25 (0.92) !良心 1.:10 (0.73) 5.35 (0.65) J蛙欲 310 (1.07) 4.:i8 (0.91) 
5.03 (0.65) 5.25 (0.66)作設がゐ気持ら 4.10 (0.99) 5.20 (0.78)問iW 3.08 (0.75) 5.38 (0.62) 

さ1コやかな';t(j古1ち 5.03 (0.57) 5.30 (0剖)務起 4.10 (0.80) 11.93 (0.9J)驚!l9:i 3.03 (0.72) 4.95 (0.%) 
決'j)~!(民 503{065) 548((0O 67)礼l賛Mする気持ち '1.38 (0.91) 3.38 (1.24)潟憾 :WO (0.8]) 530 (0.75) 
すてきな気持ち 5.00 (0.77) ~ . 90 (0.<)9)欲 1.:38 (0.97) 3.90 (1.18) fV2封! 298 (0.94) 5.5:1 (0“59) 
治会自主H主 5.00 (0.77) 1.88 (0.95)ゆったりした気持ち 1.:38 (0.80) 5.25 (0.83)決まる気持ら 293L(0 l 82)415(i.!?) 
行!t々 しさ 5ω (0.7/1) 5.13 (0.87)きっぱりとした気ち 4.38(0..77:3i)〉 508(0.85)11え 2.90 (.1.16) 5.53 (0.77) 
気力にii月ちた:-<'¥N・ち 5.00 (O.7tl) -175 (0.99)のんひ、りした気対ち .1.38 (0.73) 5.35 (0.65) :既成 2.90 (0.97) 4..73 (1.26) 
，ε. ~~ヌ"ー 5∞(0.71) 5.28 (0.7/J)強気な気持ち 435((00 88) 545(0.55)i制限 2.80 (1，21) -1.73 (1.12) 
心IhJLまる気持ち 1.98 (0.76) 5..el5 (0.69)然必: .1.33 (0.69) 5.25 (0.89) ;，恐れ入る気持ち 2.73 (0.81) 4.90 (1.20) 
:抱:気込む気持。ち 4.95 (0.77) 5.23 (0.6J) '1光惚 '1.33 (l.J5) 1J.20 (LlO) i!lii1% 2.73 (0.71) 5.33 (0.69) 
古i-!'fo 4自5(0.8/1) 5.33 (0.69)怒しみ 1.30 (0.93) 1].28 (0.97) :~~給すぷ〆ノ る夕日守ち :2.68 (0.85) 5.uO (0.37) 
安抗感 4.95 (0.80) 5.38 (0.58)気楽 1.30 (0.75) 5.23 (0.82)恐れい気持ち 265 (0.88) 5.18 (0.63) 
|目なI)~ 495(07592)) 54S(067)lU!心 430(087j 5.20(08957jj ，ttぃ」ニがり 2.63 (0.91) 5.15 (0.73) 
1 F.1~i((! l~ !J.9:3 (0.72) 51:J (0.63) ~王将 !J.30 (1.l2) '1.80 (0 ひ;111犬すf副司ーち 2.58 (0.86) 1..65 (l.()J) 
!B~射する )<Zf;)ち ，1.93 (0.69) 5.58ω51)ゅ。くり した気対 ち 4.28 (0.67) '1.98 (J.06)気負い 2.53 (0.81) '1.80 (0.87) 
有Jn;Jミ Jl.90(i20) 513((01 05 111 3Jiが黙く なる気持ち 428(08890)) 5之0(0.87)いい気味 2.50 (1.20) !J.95 (0.92) 
ÎJ.・~&: '1.90 (0.70) 4.58 (0.97)卵IHi¥ 4.25 (0.80) 5.55 (0.50)しんJホり した気持ち 2.18 (0.92) 5.05 (0.77 
:b..: ~コ εM 490(070) 531(((00 O 69)悲し、焦がれる気持ち 425(083) 5i5((0 082) うぬ!まれ 2.38 (0.86) 5.25 (0.83) 
主に忠. <1.88 (0.81) 4.98 (0.91) !:r<;11見 4.25 (1.0'1) 5.1:1 (0.78)正常り 2.28 (0.97) 4.80 (0.87) 
J;.Af 1.88 (0.56) 5.25 (0.7:l) 1:jx.む J125(07001) ) 505(080)ざまあみろとL咋気持ち 2.18 (l.22l 5.55 <0.(3) 
誇らしい気付二ち !J.88 (0.60) 5.30 (0.60) じーんとする主(t.!Jら 1.23 (1.01) 1.78 (1.17) 別政j栄心 2..l8 (0.97) 4.45 (1.20) 
絶賛する気持ち 485(076) 528((0 0 81)おっとりした気持ち '1.23 (0.76) 4.83 (l J 6) 招 2.18(0.59) 5.50 (0，55) 
!~ j九 '1.8:3ω.70) 1].90 (0.70)敬う気持ち 11.23 (0.65) 5.23 (0.72) Wd後 2.]3 (0.81) 515 (0.82) 
紫いいする気持ち .1.83 (0.70) 5.48 (0.55)務ち本(いた気持ち !J.23 (0.88) 5.20 (0.75)公然 1.98 (0.61) 5.18 (0.67) 
'ft賛 '1.80 (0.71) 5.33 (0.82) j~íUi .1.2:J (0.79) 5.15 (0.79) Ji1¥JJI{ 1 98({0o .72) 490(l i i) 
jリWJ・ 480(0.71) 548(0555) )J耐快 4.20 (1.10) 1.50 (L26) JfG 1.95 (0.95) 570 (0.51) 
公，心H~ 1.78 (0.72) 5.'15 (0.5 ねぎらう気持ち 1.18 (0.67) 5∞ (0.81)絶誕 l.25 (0.43) 5.30 (0.81) 
IJ:1放!f!!; 4.78 (0.69) 5.40 (0.80)共![<; 4.18 (0.83) 5.15 (0.91) :i~J し Jメ 1.2:J (0.42) 5.45 (0.59) 
占支持される気村ち 08 (0.99) '1.88 (0.87) -1211泣く気持ち 1.18 (083) 1.88 (0.84) 
/i.=)・絶認"と 1行しみ"といったネプfァイプな感情刊についても 部'7i:!1i在七含めて炎にまとめた。
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や満足 (contentment)，感謝 (gratitude)，興 1!1ミ

(inte工est)，鼓舞 (inspiratio心2 安らぎ (serenity)， 
希望 (hope);官起 (cha1Jenge)，安心感 (reljef)

といった英語閣の感情概念に対応すると忠、われる日

本認なそのほとんどが高いプロトタイプ性を示し

ていた。そのため，欧米|習の多くの先行研究と本邦

において，大部分はポジテイプ感情概念として共通

した感情であると考えられた。

一方で， aweの一般的な訳詩であるけ畏敬"につ

いては 2 本1vf;;'Eによればポジティ ブ感情としてのプ

ロトタイプ性が高いとは言えない (M=3.10) 0 こ

の結果が生じた迎11:]::1のーっとして， 13分よりも圧倒
的に大きく素晴らしいものを見た時のような"長-

敬"の感情経験としての意味よりも， “長(恐れお

ののくγという襟字自体の意味によって，ネガティ
ブな感情であると評定されたiiJ能性が考え られる。

武藤 (2014)では， 日木の大学生を対対@象に尊;敬欽にl関期
わる m誌惑k忠~，情，

をz求lZとめ， ~I:;計量的多次元尺j支構成法により分析した

結果，長'1布や畏-1放としユう言葉が，憧れや敬愛といっ

た他の尊敬に関わる言葉と比べて.相対的にネガ

テイブ、な!惑情:1il1iをド?っ感情iとして19ヰ釈できることを
示している白木研究の結果は a この知見と合致する

ものであると考えられる。本邦において川畏敬"が

ポジテイ プ感情としてみなされるかどうかについて

は，今後， 更に検討する必裂があるだろう 。

また，詩り (pride)に関しては，“光栄η や自信"

“有能!夜¥ ‘誇らしい気持ち"といった，いわゆる

真正な誇り (authenticpride) に対応すると思われ

る J感情荷はポジテイ7"!(l.X; '1育としてのプロトタイフ，O'I~:

が高かったのに対し，“高慢"ゃっE、いよがりドう

ぬぼれ"騎り" "i放慢"といつた.1験矯り (仏hubr工i凶ωS心) 
に弁刻刻JJ~芯5す ると)思E忠{われ る!\荏謀誤"情|

かつた。これに関連して， Itい意味で愛情に関わる
言諜であっても， "'1背徴"や“欲望"といった，性
的な願望 (sexualdesire)に|羽わる一部の感情話も，

プロトタイプ性が{低いものが見受けられた。さ ら

に> !感情fi!liとしてはポジテイプであるとされる
シャーデンアロイデ (Schaclenfreude) に対応する

いいい気味げや “ざまあみろとい う気持.ち" も，本

ii)f究ではプlコトタイプ性が低かった。

このように， プロトタイプ性が低い言葉ーを見る

と，当事者が経験する!制官官111としてはポジティブで

あることが想、定される!~.，宵認であっても，プロトタ

イプ性が低く評定されているものが少なからず見受

けられる口このことは 本研究で、操作Jj/Jに定義した

ように s 自身が気持ち良いかどうかということだけ

ではなく， その感情をま11党し理解するmJりの他者も

含めて気持ち良いかどうかということが2 ポジテイ

ブ感情のプロトタイプとして判断されるか否かにお

いても潜在的に重要である可能性を示唆している。

日本に特徴的な感情であるとされる ・甘え" (けゴ土二ゴj百吉i，
t 

20∞07η) という言.葉のプ口ト夕イフプ。ペ1で'1七性l住5
いのも， 白・(大学生にもなって)他者-に甘えてばかり

ではいけないη といった，社会的望ましさに関わる

姿I~\が影響しているのかもしれない。

また怒え~~"や日なさけぶかい気持ち" "¥I:fJ情"

といった， 慈悲 (compassion) に関わる詑も， 本邦

ではポジティブ!B'li奇としてのプロトタイプ'I~:カ斗;I~I 対‘

I~I~ に低い 1tIi 向があることが示された。このことは，

7広悲"が，苦境や困難にあえぐイ出者なと¥ネガティ

プな事象に|向けられることが多いからであると考え

られる。

ポジテイブ感情の連日制支については，概ね高い傾

向が示された。迎解度の低い諾は，現代では馴染み

のないポジテイブ感情誌であると考えられる (例え

ば， “愉悦")。週明引支が低い理El:1としては， ，"'1童保"
のように漢字が比較的難解な詩であることや， φ慕

情"のように現代の大学生・大学院生にとって1:1常

的に使用頻度が低い認であることが考えられる。今

後，ポジティブ感情誌に関する研究を笑施する|僚に

は，本訓査で得られたJlll解j支の評定値を恭にJ1U解j支

の高い誌を使FFJすることが望ま しい。

次に 2 プロトタイプ性および瑚Uu!(度の総合得点を

算出し，年齢との関連を補足J3/Jに検討しt:.o その結

果，プロトタイプ性との相関は示されなかったもの

の，3111WU支と年齢との|瑚には正の~tll見l が示された (1'

= ，26， Pく，05)。この結果から，大学生・大学院生
という目立られた|時期においても， ~B'I育諸の Jlll JiJ!pが発

注や学習経験に応じて増していくと推察される。た

だし 笑際にポジテイ プ感情詑についての芝ll)fJ年度が

lable 2 
ポジテイブ感情

明るい あたたかい ありがたい

安楽 うきうき 嬉しい気持ち

穏やか ザu古 的'({、

激IHJ) フζ気 じーん

しみじみ 奨励 じんわり

mi~~!~ Jltl別 にこやか

万ii長 悲11英 朗らか

ほんわか ゃったー 豊かな気持ち

安全

おいしい

きれしミ

しみいる

素敵

ハッピー

ほほえむ

わくわく

詰:)本日f先で{史J=FJされた感{育詰に非常に類似した主j1
訴についても結果としてまとめた O
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推移していくかをIY:Jらかにするためには，個人を縦

i折 l~f0 に検討したり，成人期や;1士:q~Wj ， 老年期j を対象

にして問株の質II:I'J紙制査を行い，年代差を検討した

りする必要がある。

また，ポジティブ感情詩を表す他の認についての

I~l 由記述を Table 2にまとめた。本1iJf究では，ポジ

テイ 7''!~ '1育誌を極力網羅できるように辞諮':~J; を用い

て収集をおこなったが全てのポジティブ感情誌を

収集できてはいない。そのため 今後は，自由記述

によ って千尋 ら ~Lたデータをポジテイ ブ!~ 'li\J~{:\' と して

IJIlえることで， より IIITI¥広くポジティブ感情詩を縞芸能

することができると考えられる。

最後にF 今後の問題を挙けrる。本研究ではポジ

テイ ブ!\ぷ|育のプロ トタ イプや主IU~ヰj支の村流すを I~I (:1句と

したため，本邦において，ポジテイブ感情が何種類

程度に分類できるのかは定かではない。よって，今

後は本リ'1)におけるポジテイブ感情概念の構造を検討

していくことが文化珪の観点からも霊安な課題とし

て挙げられる。 Shaveret al. (1987) は!感情とし

てのプロトタイプ性が一定の基準を満たした135誌

の英訟を)一I :J いて 2 感情概念の I;{~T層的意味楠:造を検討

し，その上位カテゴリ一平基本カテゴリ ーをi明らか

にしている。本~: I) においても ポジテイブ感情のプ

ロト タイプ性の高い訟をAいてポジテイフ感情の
階層 Ij/0~1玄|床柄ニ造 を検討する ことによ っ て， その上{立

カテゴ1)ーや基本カテゴリーを明らかにすることが

できると考えられる。ポジテイブ感情は私たちの生

活を彩り， I~I 身の能力や様々な認知資源を拡張させ

構築させる， 人んの変化と成長に探 く関わる感情で

ある (Fredrickson，1998， 2009)。そのため，本JI)に

おいてポジテイブ感情の研究を積み重ねることで，

ゆくゆくは日オζ人の母子高!惑の|向上に寄与する女11見を

杭1ることにもつなカfるだろう 。
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